令和元年度
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大分西地域包括支援センター 事業報告書
令和元年度は、新たな顧客の獲得に向けて居宅支援事業への訪問や利用者の満足度を満たす取り組みを積極的に行い、年度当初の目標収入額を達成することができた。
サービスの向上として、食事提供においては業務委託に伴い、クックチルから施設内の厨房にて調理する方法に変更した。その結果、利用者からは、「美味しい」「季節が感じられるようになった」「生の果物等があり楽しみ」などの声が聞かれるようになった。　
通所事業所においては、利用者の要望に合わせリハビリ器具の購入や配置変更など行い、利用が自ら活動ができる取り組みを行った。
入所事業所では、特養で大分県からの依頼によりベトナム人介護講師候補生の受け入れを行った。また、腰痛予防や介護負担軽減に向けてノーリフティングケアへの取り組みを行った。　
　全事業所対象に主任会において、事業所の取り組みや成果の発表を行い情報の共有を図った。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
人材確保については、令和元年度も介護福祉士養成校などと連携を図り介護福祉士や社会福祉士の実習生の受け入れを積極的に行い雇用へと結び付ける事が出来た。
　感染症に関しては、毎月感染予防対策会議を行い各事業所の委員を中心に取り組んだ。特に新型コロナウイルス感染症防止対策について常に情報を共有し感染予防対策に取り組んだ。
公用車による交通事故は、平成３０年度が１９件に対して令和元年度は２５件と増加した為、運転手の研修や添乗員の誘導研修を行った。今後も安全運転に対する啓発を続ける必要がある。
地域交流事業としては、圓成寺のお花祭り参加、野田地区草刈り、賀来校区高齢者ふれあい交流会の送迎手伝い、賀来の市奉納踊りなどに積極的に参加を行った。また、のだ山幼稚園でのお茶もみや泥谷氏庭園のつつじ見物等行い地域住民との交流を行った。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　社会貢献活動の一環としては昨年同様、大分県社会福祉法人社会貢献活動推進協議会の「おおいたくらしサポート事業」において、コミュニティーソーシャルワーカーの派遣（３件）と大分家庭裁判所から「特別養護老人ホームにおける社会奉仕活動」として、非行少年に車いすの清掃を通じて社会の一員としての自覚を促す事業を実施した。
　さらには、大分県信用組合様より台風19号被災地支援「リンゴプロジェクト」によるリンゴと高齢者福祉事業の支援目的により車椅子の寄贈を受けた。
